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令 和 ３ 年 １ 月 臨 時 会 

 

令和３年１月２９日（金曜日） 

 

 

◎ 出欠席議員氏名 

 

漆  山  光  春  議長       佐  藤  修  二  副議長 

 

出 席 議 員（１２名） 
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農業委員会事務局長 
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都市整備課長兼 
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◎ 議 事 日 程 

 

令和３年１月２９日（金） 午前９時開会、開議 

 

 議事日程第１号 

   日程第１   会議録署名議員の指名 

   日程第２   会期の決定 

   日程第３   議案の上程 

     議第１号  令和２年度河北町一般会計第１２回補正予算の専決処分について 

     議第２号  令和２年度河北町一般会計第１３回補正予算について 

     議第３号  河北町役場新庁舎地下水熱利用さく井・空調設備工事請負契約の一部変更につ

いて 

   日程第４   提案理由の説明 

   日程第５   議案の審議、採決 

     議第１号  令和２年度河北町一般会計第１２回補正予算の専決処分について 

     議第２号  令和２年度河北町一般会計第１３回補正予算について 

     議第３号  河北町役場新庁舎地下水熱利用さく井・空調設備工事請負契約の一部変更につ

いて 

閉  会  

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       議事日程第１号のとおり 

 

◎ 開   議 

午前９時 

○漆山光春議長 おはようございます。 

   本日の欠席通告議員は、12番佐藤修二議員

であります。ただいまの出席議員数は12名で

あります。定足数に達しておりますので、令

和３年１月河北町議会臨時会を開会します。 

   直ちに本日の会議を開きます。 

   本日の議事日程はお手元に配付のとおりで

あります。 

○漆山光春議長 日程第１、会議録署名議員の指

名を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第123条の規

定により、議長から指名します。 

     ３番 齋 藤   隆 議員 

     １番 丹 野 貞 子 議員 

  の両名を指名します。 

○漆山光春議長 日程第２、会期の決定について

を議題とします。 

   お諮りします。本臨時会の会期については、

本日１日限りとしたいと思います。これに異

議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、本臨時会の会期は本日１日限りと

決定しました。 

○漆山光春議長 日程第３、議案の上程を行いま

す。 

   議第１号 令和２年度河北町一般会計第１

２回補正予算の専決処分につ
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いて 

   議第２号 令和２年度河北町一般会計第１

３回補正予算について 

   議第３号 河北町役場新庁舎地下水熱利用

さく井・空調設備工事請負契

約の一部変更について 

   以上、３議案を一括上程します。 

○漆山光春議長 日程第４、提案理由の説明を行

います。 

   提案者から提案理由の説明を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 おはようございます。 

   本日、令和３年１月河北町議会臨時会を招

集いたしましたところ、議員の皆様には何か

とお忙しい中お集まりいただきまして、誠に

ありがとうございます。 

   それでは、本日ご提案を申し上げておりま

す議案につきまして、提案理由の説明を申し

上げます。 

   議第１号令和２年度河北町一般会計第12回

補正予算の専決処分について申し上げます。 

   昨年12月の降雪状況を受け、令和２年12月

17日に河北町豪雪対策本部を立ち上げたとこ

ろであります。町道除雪の出動状況等から、

年末以降の除排雪に係る経費を勘案した場合、

予算が不足する状況にあると判断し、令和２

年12月28日付で、８款土木費の道路維持費の

ほか、公共施設に関わる除排雪経費を専決処

分させていただいたものであります。 

   議第２号令和２年度河北町一般会計第13回

補正予算について申し上げます。 

   今回の補正予算は、主に新型コロナウイル

ス感染症ワクチン接種に要する費用、新型コ

ロナウイルス感染症対策等に関わる事業の執

行状況や追加による所要の補正及び除排雪に

要する費用を追加するものであり、歳入歳出

それぞれ３億4,294万4,000円を追加し、歳入

歳出予算の総額を148億5,194万2,000円とす

るものであります。 

   それでは、歳出から順を追って申し上げま

す。 

   ２款総務費の一般管理費では、新型コロナ

ウイルス感染症対策の新たな事業の実施に伴

う職員の時間外勤務手当を増額するものであ

ります。 

   ＩＴ推進費では、新型コロナウイルス感染

症対策としてテレワーク環境整備に係るパソ

コン端末の購入費用を追加するものでありま

す。 

   特別定額給付金費では、新型コロナウイル

ス感染症拡大状況下における子育て世帯の家

計支援として、18歳までの子がいる世帯に対

して、子供１人当たり３万円を給付するため

の事業を追加するものであります。 

   ３款民生費の老人福祉費では、高齢者世帯

等の雪下ろし費用について増額するものであ

ります。 

   児童措置費では、子育て世帯への臨時特別

支援事業について新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金への財源の振替を行

うものであります。 

   ４款衛生費の予防費では、新型コロナウイ

ルスワクチンについて、令和３年前半に全国

民に提供される数量が確保される見通しの中、

医療従事者に続き、65歳以上の高齢者を対象

に接種が開始される予定となったことから、

接種及び接種体制の確保に係る費用を追加す

るものであります。 

   ６款農林水産業費の畜産業費では、畜産農

家緊急支援事業費補助金について、事業費の

確定に伴い減額するものであります。 

   農地費では、積雪の状況及び今後の見込み

により、農道除雪に係る費用を増額するもの

であります。 

   ７款商工費の商業振興費では、新型コロナ

ウイルス対策として、山形県信用保証協会保
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証料補給金について、融資残高により増額し、

かほく応援券発行事業負担金、新しい生活様

式対応支援事業費補助金及び河北町持続化支

援金について、事業費の確定または申請状況

を踏まえ減額するものであります。 

   河北町交通事業者等支援金については、Ｇ

ｏＴｏキャンペーンの一時停止などにより収

益が改善しない交通事業者等に支援金を追加

して事業継続を支援する費用を増額するとと

もに、河北町飲食業緊急支援金については、

12月以降の感染拡大等により客足が低迷して

いる飲食業を支援するため、１店舗当たり20

万円を給付する費用について追加するもので

あります。 

   また、中小企業支援緊急対策基金積立金に

ついては、山形県商工業振興資金の融資残高

により、令和３年度以降の利子補給に充てる

ため所要額を増額するものであります。 

   ふるさとづくり寄附事業については、ふる

さとづくり寄附金の収入増の見込みを受け、

返礼品等に要する費用及びふるさと応援基金

積立金を増額するものであります。 

   ８款土木費の道理維持費では、積雪の状況

及び今後の見込みにより、除排雪に係る経費

を増額するものであります。 

   住宅費では、申請の状況を踏まえ、新型コ

ロナウイルス感染症対策関連の住環境向上及

び住宅・木材産業活性化緊急促進事業費補助

金を減額するものであります。 

   10款教育費の事務局費では、学習支援シス

テム使用料について、事業費の確定に伴い減

額するものであります。 

   学校情報通信ネットワーク環境施設整備事

業費では、事業費の確定に伴い減額するもの

であります。 

   ＩＣＴ教育推進費では、デジタル教科書設

定に係る経費の組替えを行い、学校備品購入

費の確定に伴い減額するものであります。 

   小学校及び中学校の学校管理費では、新型

コロナウイルス感染症対策として、体温感知

顔認証カメラの購入費用を追加し、同じく教

育振興費では、デジタル教科書設定に伴う経

費の組替え及び学校保健特別対策事業の進捗

による組替えを行うものであります。 

   サハトべに花費では、体温感知顔認証カメ

ラの購入費用を追加するものであります。 

   女性・青少年センター費では、新型コロナ

ウイルス感染症対策としてトイレ改修の費用

を追加するものであります。 

   以上が歳出の概要であります。 

   次に、歳入について申し上げます。 

   15款国庫支出金では、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金について事業

の進捗に合わせて財源充当を精査したほか、

追加交付を見込み、増額するものであります。

また、新型コロナウイルスワクチン接種対策

費負担金及び接種体制確保事業費国庫補助金

を追加するものであります。 

   16款県支出金では、既決の県補助金につい

て事業費の確定及び歳出事業に合わせて減額

するものであります。 

   18款寄附金では、ふるさとづくり寄附金に

ついて、現在の収入額と今後の収入見込みか

ら増額するものであります。 

   19款繰入金では、歳入歳出全体の調整のた

め、財政調整基金繰入金を増額し、ふるさと

づくり寄附金の収入増による返礼品の費用等

に充てるため、ふるさと応援基金繰入金を増

額するものであります。 

   22款町債では、学校情報通信ネットワーク

環境施設整備事業債について、財源を新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

に振り替えるため、廃止とするものでありま

す。 

   第２表債務負担行為補正については、子育

て世帯支援定額給付金について、令和３年４
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月１日に対象となる世帯への給付を行うため、

債務負担行為を設定するものであります。 

   第３表地方債補正については、先ほど申し

上げましたとおりであります。 

   以上が、令和２年度河北町一般会計第13回

補正予算の概要であります。 

   次に、議第３号河北町役場新庁舎地下水熱

利用さく井・空調設備工事請負契約の一部変

更について申し上げます。 

   この工事は、空調及び融雪設備に利用する

地下水に高濃度のメタンガス含有が確認され

たことから、設計の見直しについて補助金交

付団体と協議を進めているところであり、当

初、令和３年１月までに工事を完了する予定

といたしていたところ、工期を令和３年３月

31日まで延長するものであります。 

   以上、本臨時会に提案いたしました３議案

についてご説明申し上げましたが、ご審議の

上ご可決賜りますようお願い申し上げます。 

   以上であります。 

○漆山光春議長 以上で提案理由の説明を終わり

ます。 

○漆山光春議長 日程第５、議案の審議、採決を

行います。 

   お諮りします。 

   議案が事前に配付されておりますので、審

議の際の議案の朗読は省略したいと思います。

これに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、議案の朗読は省略することにしま

す。 

   最初に、議第１号令和２年度河北町一般会

計第12回補正予算の専決処分についてを議題

とします。 

   質疑に入ります。 

   歳入歳出全款についての質疑の通告を求め

ます。 

   （「なし」の声あり） 

   質疑なしと認めます。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の議員の

起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第１号令和２年度河北町一般会

計第12回補正予算の専決処分については、原

案のとおり承認することに決定しました。 

○漆山光春議長 次に、議第２号令和２年度河北

町一般会計第13回補正予算についてを議題と

します。 

   質疑に入ります。 

   歳入歳出全款についての質疑の通告を求め

ます。 

   （１番、４番、８番の通告あり） 

   １番、４番、８番、落ちありませんか。 

   それでは、「１番丹野貞子議員」 

○１番（丹野貞子議員） おはようございます。 

   私からは１点、お願いします。 

   14ページの４款１項１目保健衛生費の新型

コロナウイルスワクチン接種事業についてで

あります。 

   この前、昨日、おとといの全協でも新型コ

ロナウイルスワクチンの接種事業の説明があ

りましたけれども、２月の下旬には医療従事

者、そして３月の下旬には高齢者、基礎疾患

のある方などというふうに進めていくという

ふうに説明がありましたけれども、この中で

まず手順といいますか、これからやっていく

その手順、それから医師会との連携、何とい

いましても医師会との連携がないことにはワ

クチンを皆さんに接種していただくことはで

きないと思いますので、私はここが一番大事
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だと思いますし、予定では120人、サハトで

やっていって１回から２回目、全部終わるの

は８月頃というふうな感じだったんですけれ

ども、ワクチンの認証というか許可もまだ出

ておりませんので、先のことはあまり言えな

いかとは思いますけれども、いろいろと計画

はしておかなくてはいけないと思いますので、

まずそのことについてお伺いしたいと思いま

す。 

○漆山光春議長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米清也健康福祉課長 この間の全協のところ

で説明はさせていただいているところではご

ざいますけれども、今想定されているワクチ

ンとしてはファイザー社のものということで

考えているところでございます。そのワクチ

ンの取扱いが非常に難しい中での対応という

ことになるわけでございます。 

   ただ、丹野議員からもありましたけれども、

まだ薬事承認されていない中でのスケジュー

ルというのが国のほうでもまだ示されていな

いところでございます。ある程度承認されれ

ば、そのスケジュール、いわゆる流通関係の

スケジュールとか、あるいはディープフリー

ザーの配布の日程とか、そういったものも分

かってくるのかなと思っているところです。 

   いろいろと報道によりますと２月中旬から

下旬ぐらいなのかなと。少しは遅れていると

いうような話もございます。それが、許可が

下りてからの日程ということにはなると思い

ます。 

   ただ、一応想定として国のほうでは３月下

旬から高齢者のほうが始まると、２月下旬か

らは医療従事者のほうが始まるということで

ございますので、まずはそれに、想定したも

のに対応できるような体制は取っておきたい

ということで、今回の補正予算にお願いした

というような状況でございます。 

   具体的な手順といいますか、やり方につい

ては、その日程がある程度決まった中でのも

のであるというふうにはちょっと思っている

ところですが、想定としては３月下旬を一応

にらんでやっていきたいというふうには考え

ているところでございます。 

   医師会との関係でございますけれども、確

かに医師会の皆様方からご協力いただかなけ

ればこの事業は実施できないということには

なるところでございます。現在、町の医師会

会長さんあるいは数人の医師の方々にちょっ

と個別的にご協力依頼を申し上げているとこ

ろでございます。２月に入ってから町の医師

会と、それからちょっとうちのほうの事務局

のほうで、町のほうでちょっと協議をさせて

いただくような会をつくること、日程にはな

っているところでございます。 

   そういった中で順次進めていくような形に

はなるのかなというふうに思っているところ

でございます。 

○漆山光春議長 「１番丹野貞子議員」 

○１番（丹野貞子議員） まだ未定のことなんで

すけれども、昨日あたりのテレビを見ていま

すと、ほかの県のクリニックの先生だったん

ですけれども、やはりたくさんの方にワクチ

ンを接種となると、行政だけで用意した場所

かそういうのではやっぱり時間がかかってし

まって、せっかくのワクチンが、薬が承認さ

れたらの話ですけれども、やっぱりクリニッ

クとしてもいろいろと個人としても協力して

いかなければならないだろうみたいな話があ

りまして、そのためにはクリニックだと場所

が狭いので、打ってから待っている時間とか、

そういうのが問題だみたいなことと照らし合

わせて、地区の区長さんみたいな方が私たち

も何らかの形で協力をしたいと。もし場所が

狭いのであれば、私たちはその場所を提供し

て、できることはするので、お医者さんたち

は注射を打つようなことをやっていただけれ
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ばというふうな、そういうふうな報道もあり

ましたので、今後もしワクチンが承認されて、

薬はいっぱいあるんだけれども打つ場所がな

いとか、そういうのがあれば、やはりそうい

うことも住民の方に協力していただくことも

必要なのではないかと。 

   何しろ、今コロナで何もかもが止まってい

る時代なので、まずワクチンを接種して安全

な世の中にしなければいけないことが目標だ

と思いますので。 

   あと１つは提案なんですけれども、注射を

打つというか、看護師さん、退職された看護

師さんなんかもいると思うんですね。そうい

う方のご協力などもあるのではないかなとい

うふうに思いますので、専門的なことは分か

りませんが、そういうのも医師会との連携の

ときに協力が仰げるのか、そういうのも議論

の中に入れていただきたいなというふうに思

いますが、いかがでしょうか。 

○漆山光春議長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米清也健康福祉課長 この事業を実施するの

は、それ相当の人数の職員等、人数が必要だ

ということで、町としてはプロジェクトチー

ムをつくりまして、全庁的な取組として全職

員でやっていきたいというようには考えてい

るところでございます。 

   ただ、やはり感染対策ということもござい

ますので、一般の方々にご協力をいただくの

はちょっとどうなのかなというようには思っ

ておりますので、感染対策、きちっとした防

止といいますか、そういったものをやりなが

ら当然やっていくことが必要なのかなという

ようにも思っておりますので、まずは庁内の

職員の中での対応というようにも考えている

ところでございます。 

   先ほど看護師ということもございましたが、

やはりうちのほうにも保健師がおりますけれ

ども、その職員だけでは当然足りないところ

でございます。退職された、ちょっとつてを

伝ってですけれども、河北病院を退職された

看護師さんなんかも当たりながら、現在対応

させていただいているところでございます。

それぞれの医療機関にもお願いするわけです

けれども、それぞれの医療機関においても看

護師さんもいらっしゃいますので、そこら辺

の協力もできるかどうか、そういったものに

つきましても医師会と話をさせていただきた

いなというふうには思っているところでござ

います。 

○漆山光春議長 「１番丹野貞子議員」 

○１番（丹野貞子議員） もう本当に大変な事業

で、やったこともない事業で大変だと思いま

すけれども、ぜひ職員の方も頑張って、皆さ

んにワクチンがなるべく早く行き渡るように

お願いをしたいと思います。 

   終わります。 

○漆山光春議長 以上で、１番丹野貞子議員の質

疑を終わります。 

   次に、「４番木村章一議員」 

○４番（木村章一議員） 歳出の12ページ、２款

１項12目、子育て世帯支援定額給付金につい

てでありますけれども、18歳までの子供がい

る世帯に子供１人当たり３万円を給付すると

いうことですが、大変結構なことだと思うん

ですが、これを全部給付し切るというのが年

度末までというふうなことだということなん

ですが、１つは、これから生まれる子供など

もいて、18歳未満というのはどこまで認定す

るのかなというのを１つお聞きしたい。 

   それから、今日議決してそこからスタート

しても２か月間ですので、きちっと給付し切

るというのにどんなお知らせの仕方、あと手

続、手順などはどんなふうなことを考えてい

るのか、該当するところに一斉にその文書を

送って、すぐに返事をもらうみたいな形なの

かどうか、より確実な方法というのは何を考
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えているかお聞きしておきたい。 

   次に、14ページ、４款１項２目、新型コロ

ナウイルスワクチン接種事業ですけれども、

私はこのワクチンの効果というのは集団免疫

を獲得すると。全体の人口の６割から８割ぐ

らいの方が免疫を持つというふうになると、

そうするとどこからか入ってきてもわっと広

がったようにならないという状況を目指すの

だと思うんですけれども、そういう意味では

医療従事者、それから65歳以上の方、さらに

今はっきりしていないのが64歳以下の方々へ

の接種なども具体的に日程が分からないんで

すけれども、この辺のところについては不確

定要素、結構あるんですけれども、いつまで

に64歳以下の方々にもどんな形で接種を進め

るというめどを持っているのか、お聞きして

おきたい。 

   例えば65歳以上の高齢者について８月まで

に終わらせたいというような計画でありまし

たが、これはこのペースというのはワクチン

の供給のペースに合わせると８月になるのか、

それとも接種する手順として１日に１か所だ

とこのペースになるということなのか、どち

らがネックとなって８月までかかるといいま

すかね、８月までの予定を立てているのかな

どについてお聞きしたい。 

   前提として64歳以下の人もいつまで終わる

か。それと、今の予定がどちらが要因でそん

な計画を立てているのかをお聞きしておきた

いと思います。 

   さらに、65歳以上の方々の接種を進めるに

当たって順番、一斉にとならないので、何を

もって順番を決めていくのか。地域ごとにま

とめて接種を進めていくのか、それとも年齢

順とか、そういったふうに進めていくなどと

いうのか、その辺の考えについてもお聞きし

たいと思います。 

   それから、16ページ、７款１項２目、河北

町飲食業緊急支援金の件ですが、これも２か

月間で支援し切るということですが、どうい

うふうにして情報を伝えて、どんな申請要件

を設定して、どのように手続を進めると。２

か月間で支援し切る手順等についてどんなふ

うに考えているかお聞きしたいと思います。 

   18ページ、８款２項２目、除雪については

これまで、このシーズンは路面が見える除雪、

それから早い時期の排雪、道路の幅出し、非

常に熱心にやっていただいてしっかりした除

雪をやってきていただいたと思うんですけれ

ども、そのほかに間口除雪などもしっかりや

っていただいておりますけれども、今日、こ

れからもっと降るのかどうか、そんな予報で

すけれども、特に交差点の見通し確保ですね。 

   私も結構町内うろちょろ、いろいろとあち

こち行くんですが、なかなか狭い道路から広

い道路に出るのにすごく神経を使わなければ

いけない状況がありますが、その辺について

はどんなふうに考えているのかお聞きしてお

きたいと思います。 

   以上、お聞きします。 

○漆山光春議長 「後藤総務課長兼新庁舎建設課

長」 

○後藤浩総務課長兼新庁舎建設課長 ２款１項12

目の特別定額給付金の今回新たに事業を設け

ました子育て世帯支援定額給付金であります

けれども、支給対象者といたしましては、ゼ

ロ歳から18歳というふうなことでご説明申し

上げましたけれども、学年というふうに考え

まして、高校３年生までの学年というふうな

ことと、あとは今後生まれる方については今

年度というふうなことから、令和３年、今年

の４月１日生まれの方までというふうな対象

として考えてございます。 

   また、その間に転入された方というふうな

方ということで基準日を設けましたので、そ

れ以降に転入された方というのも対象にする
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というふうなことであります。 

   あとは、支給までの手続でありますけれど

も、こちらの給付金につきましても、これま

での給付金と同様に申請書の送付、返送によ

る申請というふうなことを考えているところ

であります。子育て世帯の方、保護者の方な

ので、特別定額給付金に比べまして反応が早

いのかなというふうには考えるところであり

ますけれども、何分、期間としては３月末ま

で２か月しかないというふうなことがござい

ますので、広報については町の広報紙あるい

はホームページ等々のものに用意いたしまし

てお知らせする、直接申請書をお送りします

ので、そちらで皆さん、見ていただけるとは

思いますけれども、そういった手続を考えて

いるところでございます。 

○漆山光春議長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米清也健康福祉課長 まず、64歳以下の方の

接種の関係につきましては、今のところ町と

しては個別接種でお願いしたいというふうに

は考えているところでございます。 

   この個別接種というのは、町内の医療機関

あるいは町外の医療機関でも大丈夫だという

ふうになっておりますので、今この個別接種

をするための医療機関の集合契約といいます

か、そういったものをまとめているというよ

うには聞いております。これにできるだけ協

力して参加していただける医療機関が出てく

るのかなというふうには思っているところで

ございますけれども、やはりワクチンの性質

によってはなかなか扱いづらいというところ

もあるかとは思いますけれども、そういった

64歳以下につきましては個別接種で対応して

いただきたいというふうには考えているとこ

ろでございます。 

   ただ、これ、いつまでということではござ

いますが、まだ、先ほども申し上げましたけ

れども、いわゆるワクチンの薬事承認がなさ

れていない中でいつ承認されるのか、いつか

ら供給されるのか、そういうところが分から

ない中ですので、今現在ここでいつまでとい

うふうにはちょっと私からは申し上げられな

いのかなというふうには思っております。も

しかしたら来年度いっぱいかかるのかもしれ

ないという話なんかもちょっと報道なんかで

もあったような気もいたします。 

   続いて、65歳以上の接種に対する順番、こ

の８月までの日程ということにつきましては、

一応安定的にワクチンが供給されるというこ

とを見込んだ中で、１日120人を想定したと

いうことでの日数を計算して、大体８月頃ま

でかかるのではというふうに思っているとこ

ろでございます。 

   全協のときにも申し上げたんですけれども、

医師の方に協力をいただく上で、朝から晩ま

でずっと１日というわけにはいかない。それ

ぞれ医師の方についても、かかりつけの患者

さんがいらっしゃいますので、90分ぐらいの

短期間でということには、今のところ想定で

すけれども、今後の医師会との話合いの中で

そこら辺の体制についても調整はさせていた

だきたいというふうには思っているところで

ございます。 

   そのやり方の順番といいますか、それにつ

きましては、一応65歳以上の方を想定したと

いうことで、全協のときにも申し上げました

けれども、足といいますか、バスでの送迎も

考えているところですので、地区ごとにやっ

ていきたいなというふうには思っているとこ

ろでございます。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 16ページ、17ページの

河北町飲食業緊急支援金についてですけれど

も、本日ご可決いただきましたら、早急に支

援金の要綱等につきまして法令審査会等の手

続をしまして、要綱を設定していきたいとい
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うふうに考えております。 

   具体的な手続につきましては、主に飲食業

を営む事業者に対しまして、町のほうから直

接、申請用紙等をお送りしまして、それによ

って申請をしていただくというふうなことを

考えております。 

○漆山光春議長 「須藤都市整備課長兼新庁舎建

設課主幹」 

○須藤俊一都市整備課長兼新庁舎建設課主幹 道

路除雪に関して、特に交差点の見通し確保と

いうふうな状況についてのご質問でございま

す。 

   町のほうとしましては、１月18日から１月

12日まで国道、県道、町道ということで、町

道の交差点のみならず国道の交差点も含めて

ですけれども、見通しが悪くなっているとい

う状況に鑑みた中で、県のほうの道路管理者

とも共同で作業したらどうかというふうな提

案を前回の見通し確保のときにはさせていた

だきまして、県のほうも同調していただきま

してこういった作業を共同でしたところでご

ざいます。 

   今、気象状況、特に降雪の状況ですけれど

も、長期間では１か月間予報では平年並みと

いうような状況ではありますが、今現在、警

報級の豪雪がまたさらに出てくるというよう

な状況もありまして、さらに道路除雪などに

よりまして交差点の道路側または上にかさむ

というような状況も懸念されるところでござ

います。 

   県のほうにもさらに懸念される交差点の見

通し確保という部分については、さらに共同

でどうでしょうかというような提案をしなが

ら今に至っているわけですけれども、現場の

状況をさらに詳しくパトロールして、危険箇

所についてのその交差点見通し確保について

は、我々も今後の状況の中でさらに対応する

かという部分は検討を図っていかなければい

けないものと考えておるところでございます。 

○漆山光春議長 「４番木村章一議員」 

○４番（木村章一議員） 最初の子育て世帯支援

給付金については分かりました。 

   新型コロナウイルスワクチン接種ですけれ

ども、そうすると８月までに高齢者分のとい

うことについては、私はワクチンの供給のペ

ースなのか、接種のペースなのかということ

をお聞きしたんですけれども、そこは毎日90

分、１か所でというと、こうなると。体制が

取れるならば、そのワクチンの供給はもっと

早くできるというのであれば、早くここが、

高齢者部分についてだけでありますけれども、

ワクチンが早く行き渡ると、そうすると全体

としての経済活動へのプラスの効果が早く出

てくるのではないかと。集団免疫に近い状況

が早くできれば、それだけ地域経済が元に戻

ってくるというのが早くスタートするんじゃ

ないかなという点では、可能であれば前倒し

にしていくということも考えていいのではな

いかと思うんですが、どこがそのネックなの

かをお聞きしておきたいと。 

   それから、１つ聞き漏らしましたが、64歳

以下というのは、下の年齢は何歳と考えてい

るのかについてもお聞きしておきたいと思い

ます。もう一度お聞きします。 

   飲食業支援金については、分かりました。 

   除雪のその見通し確保については、一度も

うやっていただいたということなんですが、

やはり車高の低い車、乗用車なんかですと、

なかなかまだ見通しがつかないといいますか

ね、その辺を、大変ではありますが、乗用車

からのそこから出ることを１回想定して、そ

れぞれ右、左見ていただくと、なかなか現在

でも見通しがつきにくいということがあるの

で、その辺について大変ですが、ぜひ引き続

き対応していただきたいと思いますが、いか

がでしょうか。もう一度お聞きします。 
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○漆山光春議長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米清也健康福祉課長 先ほども申し上げたん

ですけれども、このワクチンの接種、当然、

医療行為でございますので、医師の協力なし

にはできないということでございます。今の

ところ１回分の３人の接種で３人体制の医師

の確保が必要であるということで、毎日同じ

お医者さんに来ていただくということも、こ

れも大変なことであるというふうには思って

おります。 

   今のところ、想定としましては週４日で１

日につき３人ということで12人の医師が週単

位では必要なのかなというふうに思っている

ところでございます。毎日同じお医者さんに

お願いするという、これは大変なことでござ

いますので、少なくとも12人で週１回ぐらい

ずつをお願いできるような体制を取る必要が

あるというふうには思っております。そうし

た中では、今のところ、これが精いっぱいな

のかなというふうに思っているところでござ

います。 

   ただ、やはりワクチンがいつ入ってくるか、

それもまだ分からないところでございますの

で、最近の報道では４月からというようなそ

の報道もありまして、我々にはそういった通

知は流れてきておりません。あくまでも３月

下旬からの体制は整えていきたいというふう

には思っているところでございますけれども、

まずはやはりできるだけ早くしたいというの

は、それはあることではございますけれども、

そういった接種体制の部分でなかなか難しい

ところはあるかとは思っております。 

   それから、その年齢でございますけれども、

これも今のところ報道では16歳以上でしたか

ね、そんな話もあるんですけれども、今のと

ころその話も正式な通知は来ていないところ

でございます。 

   当初の計画では全町民、全国民というふう

にも言っているようでございますので、全町

民を対象にした接種体制としての、接種とし

ての予算化に一応させていただいているとこ

ろでございます。 

○漆山光春議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 ワクチン接種についてですけれ

ども、私は３つあると思っています。 

   １つは、医師、看護師も含む接種の体制を

いかに構築するか、丹野議員からも先ほどあ

りましたけれども、これが、１つが大きなポ

イントになります。職員はベストを尽くしま

すけれども、専門的な資格のある医療関係者

の知見が必要ですので、やはりここをいかに

協力体制が得られて確保できるか、一般の町

民に対する医療提供ということもある中で、

このワクチン接種をできるだけ早くしたいと

いう姿勢の中でどう確保していくか、これが

１つ。 

   あともう一つは、供給、見通しです。今の

ところ64歳以下の方に対するワクチンの供給

がいつ頃から可能になってくるか、いつ頃ま

で完結できるような体制ができるのかという

のが１つありますので、なかなか今の、総枠

での契約状況はありますけれども、実際どう

いうふうに供給が確保できるか、流通の見通

しも含めて、最終的にワクチンを接種する自

治体までいかに届いてくるか、やっぱりここ

の供給計画、流通計画というのが大きなこれ

からのポイントになってくると思います。 

   そういう中で、我々としてはやはり安心し

て、コロナと向き合いながらもワクチンを皆

さん、できるだけ早く受けて、経済も今より

はずっと回っていくような、そういった時期

が早く来ればという思いで我々はベストを尽

くしていくということは基本的にありますけ

れども、そういった意味で国においてはワク

チン接種はコロナ対策の切り札だというよう

な、今、国会で議論されており、３次補正、
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昨日成立しておりますけれども、そこがある

と思います。 

   ただ、全協のとき、齋藤議員でしたか、お

話がありましたけれども、今、予防接種は単

にお金を給付するとはまた違うことがありま

す。スピーディーにやりたいというのは我々

の望みですけれども、まずはワクチンに対す

るいろいろな不安を抱える方も含めて、ワク

チンに対しての正しい知識をいかに提供して、

多くの人に受けていただけるか、ここの周知

なりあるいは相談体制、これは町だけでとい

う話じゃなくて、国、県、そして町、連携し

た情報提供と相談対応というのが大きくあり

ます。 

   あともう一つは、予診、そして接種をして

いただいて、その後の管理も含めてフォロー

も必要です。そういった意味でスピーディー

にやるというのはもちろんベースにあります

けれども、本当に120人をどの時間帯で可能

なのか。 

   一昨日ですか、川崎市のほうで厚労省とシ

ミュレーションをして、実際の検査をして、

これぐらい予診にかかった、そして接種にこ

れぐらい１人当たりかかった、そしてその後

の経過観察、そういった状況もありますので、

今は我々として得られている情報の中で組み

立てて、想定ですけれども、実際これから十

分、住民の方々の安全、そして正しい接種と

いうことがありますので、丁寧な予防接種と

いうことも考えております。 

   なので、一部の専門家の中には自治体間で

早く終わる、もう何％の人が受診したとか、

競うような中でワクチンに入っていくのはい

かがかというような専門家のご議論なんかも

出ているようです。 

   我々はできるだけ希望する方に正しい情報

提供をして、受けたいという希望の方が安心

して受ける、希望をもらえる対応をして、そ

して体制をしっかり取って、そこに供給がつ

いてこなければ限界が出てくるわけですけれ

ども、そこは国のほうにきちっと求めていか

なければならないし、県にも求めていかなけ

ればならないことだというふうに思います。 

   一方、健康に直結する接種になりますので、

十分丁寧にと言う専門家の指摘も心に留めな

がら、本当に経験していないことですけれど

も、我々としてはベストを尽くしていくと。

国、県としっかり連携して情報収集に当たり

ながら対応していくということが大きな鍵に

なってくるかなというふうに思っております。 

   これから具体的に詰めていきますけれども、

医師会との会合のときには、私どもとしては

私も出席して医師会の方々の要請も私からも

したいと思っていますし、お医者さんとして

どういう現場での医療従事者としての課題意

識を持っているのかということも直接私は伺

いたいというふうに思っております。 

   以上です。 

○漆山光春議長 「須藤都市整備課長兼新庁舎建

設課主幹」 

○須藤俊一都市整備課長兼新庁舎建設課主幹 交

差点の見通し確保についてのさらなる引き続

きの対応でございます。 

   本日現在で山口観測所のほうでの降雪累計

454センチということで、昨シーズンの同じ

時期、１月29日が82センチでしたので、かな

り今年は異常事態、降雪の量が多いというふ

うに感じています。それだけにいつもと違う

道路除雪のニーズもありますし、対応を進め

ているところでございますけれども、先週１

月18日から２班体制で５日間で町内一円79か

所というような部分での見通し確保をまず完

了させていただきました。 

   まだまだ私どもとしましても、まだ交差点

の見通し確保という部分では、まだまだやる

べきところはあるのかなというような部分を
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見据えていますので、ただ、やっぱり早朝除

雪に関わる部分でのこの日程が、やっぱり機

械力あるいはマンパワーという部分でなかな

か同じタイミングでできませんので、やっぱ

り日中の天気のいいときにそういった早朝除

雪の機械あるいはダンプとか、そういったも

のの見通しがつけるときに計画的にしなけれ

ばいけないという段取りを踏まえながらする

必要が出てきます。 

   そうしたことから、今後も計画的に現場の

ほうの交差点の状況を把握しながらですけれ

ども、それについての引き続きの対応につい

ては対応を考えるということでございます。 

○漆山光春議長 「秋場環境防災課長」 

○秋場弘昭環境防災課長 交差点の見通し確保と

いうことでは、１月14日付で全区長宛てに通

知をさせていただいたものがございます。こ

れは国、県、町の道路管理者による除排雪、

一生懸命やっているところではありますが、

なかなか全て網羅することという、時間的な

ところもありますので、各地区の中で山積み

になっているその交差点、見通しの悪いとこ

ろについては崩していただきたいと。交通事

故防止ということもありますし、交差点、見

通しの悪いところについては、まずは崩して

いただくことを協力依頼ということでお願い

をしたいと思いますので、今後とも周知方、

よろしくお願いできればと思います。 

   排雪までということではありませんが、崩

していただいて、見通し確保について地区民、

全町民、皆さんで協力をお願いできればとい

うふうに思います。よろしくお願いいたしま

す。 

○漆山光春議長 「４番木村章一議員」 

○４番（木村章一議員） ウイルスワクチン接種

でありますけれども、もちろん安全に確実に

しっかりと進めていただくというのは大前提

でありますけれども、それでもできるだけ早

く進むのがいいと。いい話として、１単位、

バイアスとか言いましたか、１単位当たり５

人分入っているというふうにこれまでしてき

たけれども、中にはこういうので６人に使え

るようだというようなことが報道でありまし

たね。その分だけワクチンの供給は２割増し

でなるなどということもあれば、その分早く

終わらせるという、そのワクチン供給のほう

についてはそういったこともあるかもしれま

せんので、そういったことも加味して、集団

免疫が早く獲得できるというふうになること

は皆さん一緒に望んでいることだと思います

ので、ぜひそのことも念頭にも置きながら進

めていただければというふうに思います。 

   質疑、終わります。 

○漆山光春議長 以上で、４番木村章一議員の質

疑を終わります。 

   次に、「８番細矢誓子議員」 

○８番（細矢誓子議員） それでは、私から３点

ほどお聞きします。 

   第１点は、先ほど４番議員も質問されまし

たけれども、17ページ、７款１項２目商業振

興費、河北町飲食業緊急支援金1,300万円で

すけれども、これをお決めになるときは、例

えば飲食店はＧｏＴｏＥａｔなどが今ちょっ

と中止されて大変売上げに危機感があるとい

うふうな説明がありましたけれども、これは

とてもいい支援策だとは私も思いますけれど

も、飲食店に納めていらっしゃる様々な業種

の皆さんも大変悲鳴を上げていらっしゃると

いうことが多いです。例えば酒屋とか八百屋

さんとかお肉屋さんとか魚屋さん、そういう

方の支援などもこれからどのようにお考えか、

これを決められたとき、そういう考え方は根

底にはなかったのかということをちょっとお

聞きしておきたいと思います。 

   それと、同じように17ページ、６款１項５

目農地費、除雪委託料100万円ですけれども、
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これは農地のための農地へ行くときの除雪費

かと思いますけれども、何か所ほどを計画な

さられているのかということをお聞きします。 

   あと、21ページの10款２項１目学校管理費、

小学校費、視聴覚用品費209万5,000円、同じ

ように中学校のほうにも同じような項目で89

万8,000円という数字が上がっております。

これらの内容はどのようなものかということ

と、先ほどの説明で、私は学校備品かなと思

うんですけれども、顔認証機というのをお入

れするという説明がございました。これは小

学校のほうには学校備品として31万5,000円

の計上をされておりますけれども、中学校で

はその計上がない。これはどういうことかと

いうことをお聞きします。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 16ページ、17ページの

河北町飲食業緊急支援金についてのご質問で

すけれども、酒屋さん、八百屋さんへの支援

については検討なされたかというふうなご質

問かと思います。 

   まず、飲食業についての支援というふうな

ことにつきましては、金融懇談会というもの

が町のほうでありまして、そちらのほうでい

ろいろな、銀行の支店長の方から町内の事業

所についての情報の交換会がありまして、そ

の中で一番町内で今大変な思いをしているの

が飲食業だというふうなお話をいただいた中

でのこの対策というようなことになります。 

   また、酒屋さん、八百屋さんにつきまして

は、確かに苦しい思いはしているかと思いま

すけれども、基本的には人が食べるもの、飲

むものですので、店に行かなくても直接そう

いった材料を買って家で消費するというよう

なこともありますので、まずは一番苦しんで

いる飲食業の方というようなことで対応させ

ていただいたというようなことになります。 

○漆山光春議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 あと補足させていただきますと、

この飲食業に対する手当ては今回20万円とい

うようなことでありますけれども、持続化給

付金、これ、国であれば50％以上の減少とい

う前提はありますけれども、そこに法人であ

れば200万円、個人で100万円、町としては

30％以上ということで既にご可決いただいて

いる中で一律30万円、ここは法人、個人、事

業主、関係なく、30万円という持続化給付金

は既にご可決いただいております。なかなか

今、その中で該当すれば、国のほうでも申請

期間を延ばしてきている状況があります。そ

れに合わせて町も町単独分を延ばしてきてお

りますし、そこの持続化給付金のところにつ

いても、佐藤課長、こちら、見ていますので、

触れてください。それ以外の、飲食業以外の

ところの考え方について。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 今回、持続化支援金に

ついて減額の要綱が出ておりますけれども、

こちらにつきましても事業所で昨年度と比較

しまして一月50％以上収入が減ったというと

ころにつきましては、国のほうで国の主な対

応としまして持続化給付金として法人は200

万円、個人につきましては100万円というよ

うなことになっております。 

   町につきましては30万円と。30％以上、

50％未満の事業所につきましては、30万円の

支給金をするというふうなことになっており

ます。こちらにつきましても飲食業の方もい

らっしゃいますけれども、その中でそういっ

たほかの事業所につきましても対応している

というふうなことになります。 

○漆山光春議長 「増川農林振興課長」 

○増川仁農林振興課長併農業委員会事務局長 16

ページ、17ページの農地費の農道除雪費に関

わることでございますけれども、今回の大雪

につきましては12月中旬頃から湿った雪でか
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なり重い雪が積もったということでありまし

た。その後も年末に雪が続きまして、積雪が

積もっているというような状況だと思います。 

   農道除雪につきましては、１月16日に初め

て農道除雪をやったということで、吉野地区、

あと田井の川向地区、溝延地区などをさせて

いただいている状況でございます。 

   令和２年度の除雪費ということで100万円

ほどを計上させていただいておりますけれど

も、今現在のところ、その100万円を使い切

ったというわけではございませんで、今後の

農道、それから積雪の状況を見ながら対応さ

せていただきたいということでありますけれ

ども、令和２年、平成29年度の大雪のときも

ありましたけれども、それらを参考にさせて

いただいて適切に対応させていただくために

今回は補正をお願いしているというようなと

ころでございます。 

○漆山光春議長 「岸学校教育課長」 

○岸康彦学校教育課長 予算書21ページと23ペー

ジの小中学校管理費の中の視聴覚用品につい

てでありますけれども、町長の提案理由にも

ありましたけれども、顔認証式のカメラとい

うことであります。各小中学校昇降口辺りに

スタンド式の認証カメラを設置しまして、顔

をかざすと体温チェックができる。 

   以前、８月補正の折にも各教室に非接触式

の体温計も購入しましたけれども、特に児童

生徒のみならず業者さん、ほかのお客様を含

めて幅広く検査できるということで、ここに

購入を予定しているところであります。 

   小学校費の学校備品と教材備品につきまし

ては、これまでの入札と見積りを併せて行っ

た結果、組替え補正をするものでありますの

で、顔認証のカメラについては視聴覚用品と

いうことでございます。 

○漆山光春議長 「８番細矢誓子議員」 

○８番（細矢誓子議員） 分かりました。学校管

理費のほうは分かりました。 

   先ほどの商業振興費ですけれども、最初、

持続化給付金、やはり春先からかけて利用さ

れた方も大変多いと思います。飲食店におか

れても、この持続化給付金をご利用なさった

方は多いと思いますけれども、それを利用さ

れた方も今回一律にその給付金を頂くという

ことになるのでしょうか。ちょっとお聞きし

ます。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 今回の事業につきまし

ては、町単独の事業ですので、国のものをも

らった方も対象になります。 

○漆山光春議長 「８番細矢誓子議員」 

○８番（細矢誓子議員） それでしたら、なおさ

らのこと、やはり飲食業だけではなく、やは

り疲弊している様々な業種の方もたくさんお

られますので、これからまだまだこういう支

援金というものが考えられるのであれば、も

っと幅広く商工業者の方にも恩恵が受けられ

るようなことを考えていただければうれしい

なと思いますけれども、どのようにお考えで

しょうか。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 町内の小規模事業者に

つきましては、飲食業につきましては全体的

に売上げが落ち込んでいるというところもあ

りますけれども、業種によっては逆に売上げ

が伸びているというような状況も聞くところ

でございます。 

   また、町内の卸業につきましては、先ほど

もちょっとお話ししましたけれども、小売業

を兼務なされているというふうな業種がほと

んどかと思われますので、小売部門につきま

しては飲食業よりも影響が少ないのかなとい

うふうに考えまして、限られた予算の中です

けれども、今回は飲食業に限った形で支援さ

せていただくというふうなことにしたところ
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でございます。 

○漆山光春議長 以上で、８番細矢誓子議員の質

疑を終わります。 

   以上で質疑を終結します。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の議員の

起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第２号令和２年度河北町一般会

計第13回補正予算については、原案のとおり

可決しました。 

○漆山光春議長 次に、議第３号河北町役場新庁

舎地下水熱利用さく井・空調設備工事請負契

約の一部変更についてを議題とします。 

   担当課長の説明を求めます。 

   「後藤総務課長兼新庁舎建設課長」 

○後藤浩総務課長兼新庁舎建設課長 議第３号河

北町役場新庁舎地下水熱利用さく井・空調設

備工事請負契約の一部変更についてご説明申

し上げます。 

   当該工事につきましては、日本地下水開発

株式会社代表取締役桂木宣均と、工期を令和

３年１月31日まで、契約金額を２億845万円

として契約を締結し、令和元年10月16日に町

議会の議決をいただいたところですが、空調

及び融雪設備に利用する地下水に高濃度のメ

タンガスの含有が確認され、その対策を検討

し、この事業について補助金を受ける公益財

団法人日本環境協会との設計変更と事業の繰

越しについて協議を有することから、当初、

工期を令和３年１月31日としておりますが、

これを令和３年３月31日まで延長して施工い

たしたく、請負契約の一部を変更するもので

あります。 

   以上、よろしくお願いいたします。 

○漆山光春議長 担当課長の説明が終わりました。 

   質疑に入ります。 

   質疑の通告を求めます。 

   （４番の通告あり） 

   ４番、落ちありませんね。 

   それでは、「４番木村章一議員」 

○４番（木村章一議員） 議第３号について質疑

いたします。 

   高濃度のメタンガスを含有しているという

ことが分かって、議会でもいろいろ議論する

機会がありましたが、いろいろその時点で町

で調査をした結果、メタンガス含有は問題な

いので、従来の計画どおり１回戻して、その

元の計画どおり進められるというふうな状況

だなというふうに認識しておったんですが、

それがこの時点でもう一度協議をしていると。

補助金交付団体と協議して、それを設計の内

容に反映させていくという説明でありますけ

れども、少し具体的に協議の内容について説

明をしていただきたいと思います。慎重にや

るのは大変結構だと思うんですけれども、ど

んな協議をしているか説明を求めます。 

○漆山光春議長 「後藤総務課長兼新庁舎建設課

長」 

○後藤浩総務課長兼新庁舎建設課長 変更内容で

ありますが、以前にもご説明申し上げたと思

いますけれども、現在の設計につきましては、

地下水をくみ上げた後に熱交換をするために

井水槽というふうな施設のほうに水を投入す

るというふうなことのシステムであります。

井水槽コイル投げ込み方式というふうに言わ

れるものですけれども、そちらから密閉式プ

レート方式というふうなことで、メタンガス

を大気中へ放出することなく熱交換をするよ

うなシステムに変えるといったものでありま

す。 

○漆山光春議長 「４番木村章一議員」 
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○４番（木村章一議員） それはそのように１回、

あれがオープンなところに井戸水を入れると、

そこからメタンガスがもう出てしまう。それ

を大気中に放出するということは、メタンガ

スは温暖化ガスなので、よくないので、それ

をもう出さないで密閉して、当初の元の設計

に戻すというふうなことだという説明を受け

たんですね。元の設計に戻すと。井水槽に１

回移すというのから、別な元の設計で密閉式

に戻すというふうなことだったなと思ったん

ですね。それだったらもう従来からある技術

なので全然問題ないという説明だったんです

が、新たな何か問題点があり得るので、それ

に対する対応も含めてということなのか、そ

れとも従来のある、特にメタンガスがあると

いうことを想定しない従来の密閉式の方式で

十分だということなのか、その辺のところを

詳しく知りたいんですが、いかがですか。 

○漆山光春議長 「後藤総務課長兼新庁舎建設課

長」 

○後藤浩総務課長兼新庁舎建設課長 現在の工事

の設計の中では、井水槽というふうなものを

設けまして、そちらのほうに水を投入して熱

交換をするというふうなものであります。こ

ちらについては、今現在はそのような設計に

なってございますので、先日９月のほうで補

正の予算を計上したときにご説明申し上げま

したのは、そういった井水槽の方式に対して

メタンガスを抜くような施設を当初は造ると

いうふうなことでご説明したわけですけれど

も、地球温暖化のケースにちょっとそぐわな

いようなものになるというふうなことから、

その折も説明しましたとおり、密閉式プレー

ト方式にするというふうなことでありますの

で、その部分の考えは変わってはおりません。 

   ただし、現段階での設計ではそういう設計

にはなっていないので、変更したいというふ

うなことであります。 

○漆山光春議長 「４番木村章一議員」 

○４番（木村章一議員） そうすると、実際に進

めていた設計は井水槽方式で、井戸水を１回

オープンのタンクに、大気にオープンのとこ

ろに入れる方式で設計を進めていたと。それ

から、その時点でもうその判断をしてから大

分時間がたっていて、この時点でもう明日明

日、何ですか、工期の段階になっての急に延

ばしたいというのは、何か随分唐突にも見え

るんですけれども、何か特に事情が変わって

はいない、新たな何か問題があるとかという

ことではないというふうに認識していいのか

どうかお聞きしておきたいと、確認しておき

たいと思います。 

○漆山光春議長 「後藤総務課長兼新庁舎建設課

長」 

○後藤浩総務課長兼新庁舎建設課長 この事業の

進捗に当たりまして、日本環境協会というふ

うな環境省の外郭団体でありますけれども、

補助金を受けるというふうなことになってご

ざいます。そちらのほうとの変更内容の協議

とともに、もう一つ、こういった方式に変更

することによって繰越しが予想されるという

ふうなことからの協議を当該協会としている

ところでありまして、その協議については認

められる方向ではありますけれども、また、

正式な承認というふうなものには至っており

ませんので、その承認の到着を待って繰越し

等の手続をしたいというふうなことから、現

段階では３月31日までの変更というふうなこ

とをお願いするものでございます。 

○漆山光春議長 以上で、４番木村章一議員の質

疑を終わります。 

   以上で質疑を終結します。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 
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   本案を原案のとおり決するに賛成の議員の

起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第３号河北町役場新庁舎地下水

熱利用さく井・空調設備工事請負契約の一部

変更については原案のとおり可決しました。 

○漆山光春議長 以上で、本臨時会に付議されま

した事件は全て議了しました。 

   これをもって令和３年１月河北町議会臨時

会を閉会します。 

   お疲れさまでした。 

午前１０時１１分  閉 会 

 

 

 

   会議の経過を記載し、その相違のないこと

を証するためここに署名します。 

   令和３年１月 

 

  河 北 町 議 会 議 長  漆 山 光 春 

 

  河北町議会署名議員  齋 藤   隆 

 

  河北町議会署名議員  丹 野 貞 子 

 


